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三島市


職員向け








特集：「子どもと読書」


国立青少年教育振興機構の� HYPERLINK "http://www.niye.go.jp/kenkyu_houkoku/contents/detail/i/72/" ��『子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究報告書』�によると、子どもの頃に読書活動が多い成人ほど、未来志向や社会性、市民性などの現在の意識・能力が高い。特に、幼児期や小学校低学年期に家族から昔話を聞いたこと、本や絵本の読みきかせをしてもらったこと、絵本を読んだことといった読書活動は、社会性や文化的作法・教養との関係が深く、子どもの頃の読書は豊かな人生への第一歩であるとされています。


また、子どもの読書活動を推進するため平成13年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行されています。この法律を基に、国や県で子どもの読書活動推進に関する計画が策定されました。これを受け、三島市でも家庭・地域・学校・行政が一体となり子どもの読書活動の積極的な推進を目指すため平成18年3月に「三島市子ども読書活動推進計画」を策定し、現在は平成24年3月に策定した「第2次三島市子ども読書活動推進計画」の見直しを行っています。この機会に、子どもと読書について考えてみませんか。





★図書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?3&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E7%259F%25B3%25E4%25BA%2595%25E6%25A1%2583%25E5%25AD%2590%25E3%2582%25B3%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25AF%25E3%2582%25B7%25E3%2583%25A7%25E3%2583%25B3%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mutual%3D1%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2285358&ctg=1&reqsch" ��石井桃子コレクション　3�　―新編子どもの図書館―』　石井桃子/著　岩波書店　2015.3


1950年代に欧米を視察した著者は、自宅で小さな図書館「かつら文庫」を開設。子ども文庫、児童図書館の活動に示唆を与えた実践記録。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?6&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E5%25AD%2590%25E3%2581%25A9%25E3%2582%2582%25E3%2581%25A8%25E6%259C%25AC%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mutual%3D1%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2276031&ctg=1&reqsch" ��子どもと本�』　松岡享子/著　岩波書店　2015.2


自宅で家庭文庫を開き、東京子ども図書館を設立、また児童文学の創作、研究で第一人者の著者が、本の楽しみを分かち合う方法を綴る。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?9&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E6%259C%25AC%25E3%2583%25BB%25E5%25AD%2590%25E3%2581%25A9%25E3%2582%2582%25E3%2583%25BB%25E7%25B5%25B5%25E6%259C%25AC%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mutual%3D1%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2073062&ctg=1&reqsch" ��本・子ども・絵本�』　中川李枝子/著　大和書房　2013.3


「いやいやえん」「ぐりとぐら」など、児童書の名作を手がけた著者が、本のこと、子どものこと、絵本のことについて、その魅力を綴る。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?12&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E6%259D%25BE%25E5%25B1%2585%25E7%259B%25B4%25E3%2581%25A8%25E3%2580%258E%25E3%2581%2593%25E3%2581%25A9%25E3%2582%2582%25E3%2581%25AE%25E3%2581%25A8%25E3%2582%2582%25E3%2580%258F%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mutual%3D1%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=2107101&ctg=1&reqsch" ��松居直と『こどものとも』�－創刊号から149号まで－』　松居直/著　ミネルヴァ書房　2013.7


数々のロングセラー絵本の出発点となった福音館書店の月刊絵本『こどものとも』。その創刊から149号までの試行錯誤の軌跡を描く。





★雑誌


「� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/volumelist?5&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E3%2581%2593%25E3%2581%25A9%25E3%2582%2582%25E3%2581%25A8%25E3%2581%2597%25E3%2582%2587%25E3%2581%258B%25E3%2582%2593%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mutual%3D1%26mv%3D20%26sort%3D5%26target2%3D2%26&num=631525" ��こどもとしょかん�」　東京子ども図書館　


長く子どもの読書と向き合ってきた東京子ども図書館発行の季刊誌。子どもの本に関する書評、新刊案内や、研究活動成果などが掲載。


★ホームページ


「� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?6&retresult=page%3DDETAIL%26buncomp%3D1%26comp1%3D3%26cond%3D1%26item1%3DAB%26item2%3DCD%26item3%3DEF%26item4%3DGH%26item5%3DK%26key1%3D%25E4%25B8%25B8%25E5%25B1%25B1%25E7%259C%259E%25E7%2594%25B7%25E8%25A9%25B1%25E6%2596%2587%25E9%259B%2586%26lang%3D%26lib2%3D%26lib3%3D%26mater%3D%26mater2%3D%26mater3%3D%26mutual%3D1%26mv%3D20%26sort%3D5%26target1%3D1%26&num=1533157&ctg=1&reqsch" ��文部科学省　子どもの読書活動推進ホームページ�」　


� HYPERLINK "http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/index.htm" �http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/index.htm�


文部科学省による子どもの読書活動推進に関するホームページ。国や、各地のイベント、取組事例、関係法令等が確認できる。





「静岡県子ども読書活動推進計画」　


� HYPERLINK "https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-080/dokusyo/pref/children.html" �https://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-080/dokusyo/pref/children.html� 


静岡県による子どもの読書活動推進計画ホームページ。県の計画の概要から詳細まで確認できる。


「三島市子ども読書活動推進計画」　


� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/kidsotonacont.html?2&pid=123" ��http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/kidsotonacont.html?2&pid=123�


三島市による子どもの読書活動推進計画ホームページ。過去、現在の市の計画が確認できる。
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図書館の仕事紹介


「ぷれジョブ」の受け入れ





　　　





　「ぷれジョブ」は障がいのある子どもたちが、放課後や休日を利用して、地域の企業やお店などに出向き、ジョブサポーターと呼ばれる地域のボランティアと一緒に「しごと（ｊｏｂ）」を行う活動です。仕事体験を通じて、特別な支援が必要な子の社会参加や居場所づくりを支援する目的があります。


　図書館では、中郷分館で平成27年度から、本館で平成28年度から受け入れを開始しました。体験する子どもによって、できることが異なるため、事前に保護者やジョブサポーターと打ち合わせをし、仕事を決定します。仕事を始めたばかりの頃はおぼつかなかった作業も、後半になるとすいすいこなすことができるようになり


子どもの自信や励みになっているようです。受け入れ期間は、ひとりにつき半年間と短いですが、成長を近くで見守ることができる良い機会となっています。





今月のピックアップ　ー新着資料から





日本ジオパークに認定されている伊豆半島は、伊豆半島ジオパーク推進協議会などにより、世界ジオパークへの登録を目指しています。ジオサイトなどの知識を蓄えることは、地域振興を職業とする者として当然必要なことですが、伊豆の美しい風景や興味深い地質学などは、純粋に学ぶ楽しみを与えてくれます。


こちらの資料は、日本のジオパークについて空中撮影を駆使してまとめられたシリーズです。この巻には千貫門や大室山など私たちになじみ深い景色が収められています。


図書館では、三島や伊豆などに関連したＤＶＤやＣＤなどの視聴覚資料も積極的に収集しています。なかでも一般に流通していない、地域の団体が製作した独自の資料は収集が大変難しいため、情報をお持ちの方は、どうぞ図書館までお知らせくださるようお願いします。


組んだのか。女性活躍推進が全国的に課題となって『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?5&retresult=page%3DTOTAL%26key%3D%25E7%25B5%25B6%25E6%2599%25AF%25E3%2582%25B8%25E3%2582%25AA%25E3%2583%2591%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25AF%26mv%3D20%26pcnt%3D1%26reqsch%3D0%26st%3D0%26&num=2456618&ctg=3&reqsch=0" ��絶景ジオパーク�


地殻変動から見る日本列島　　　　第二巻』


　　　　　　　トーキョーヴィジョン





　　　　　� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?5&retresult=page%3DTOTAL%26key%3D%25E7%25B5%25B6%25E6%2599%25AF%25E3%2582%25B8%25E3%2582%25AA%25E3%2583%2591%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25AF%26mv%3D20%26pcnt%3D1%26reqsch%3D0%26st%3D0%26&num=2456618&ctg=3&reqsch=0" ����


　※視聴覚資料は、生涯学習センター二階奥に専用のコーナーがあります。気軽にお越しください。


                 











＜回答＞　


三島市では、昭和26年の「公営住宅法」施行前、昭和22年度から25年度までの間に『庶民住宅』として一般住宅、転用木造アパート、引揚者住宅が建設されました。


①東岩崎住宅（市民体育館東側）　②初音住宅（川原ヶ谷字初音ヶ原）　③愛宕山住宅（川原ヶ谷字蛇尾　初音台団地内）　④城山住宅（加茂川町・共同墓地南側）　⑤谷田富士見アパート（谷田東富士見）　⑥耕月住宅（佐野・耕月寺北西）　⑦小浜住宅（ハローワーク南側）がそれにあたります。転用木造アパート（谷田富士見アパート）を除いた戸建て住宅は、その後払下げされています。


「公営住宅法」施行後も、⑧幸町住宅（幸町・日大高校北側）　⑨谷田三光住宅（谷田字黒爪）　⑩谷田西富士見住宅（谷田西富士見）　⑪中郷住宅（梅名自治会館西側）　⑫谷田押切住宅（谷田字押切）　⑬大場赤王住宅（開田院南側）が建設され、これらも払下げとなっています。


これ以外に⑭谷田住宅（竣工H15）　⑮梅名西住宅（H5～6）　⑯梅名北住宅（H1～4）　⑰徳倉住宅（H7～8）　⑱日の出町住宅（S62～H1）　⑲千枚原住宅（H9～10）　⑳藤代町住宅（S43～44 H19）　㉑光が丘住宅（S45～48 改善H24～27）　㉒南二日町住宅（S50～52）　㉓山田住宅（S53～54）　㉔中住宅（S55）　㉕柳郷地住宅（S56～61）　㉖加茂住宅（H12～13）があります。


今まで、26の住宅団地が建設されましたが、13住宅団地が払下げ、1アパートが取り壊し、建替えや改善などをしながら13住宅団地が現存しています。


　なお、今までの建築総戸数は、およそ1,000戸。平成26年度末現在730戸の市営住宅があります。





＜参考にした資料＞


・『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?12&retresult=page%3DTOTAL%26key%3D%25E4%25B8%2589%25E5%25B3%25B6%25E5%25B8%2582%25E5%258B%25A2%25E8%25A6%2581%25E8%25A6%25A7%26mv%3D20%26pcnt%3D1%26reqsch%3D0%26st%3D6%26&num=1551456&ctg=1&reqsch=0" ��市制施行10周年記念　三島市勢要覧�』　　・『三島市予算書（昭和33年度～38年度）』


・『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?14&retresult=page%3DTOTAL%26key%3D%25E4%25B8%2589%25E5%25B3%25B6%25E5%25B8%2582%25E5%258B%25A2%25E8%25A6%2581%25E8%25A6%25A7%26mv%3D20%26pcnt%3D1%26reqsch%3D0%26st%3D6%26&num=604502&ctg=1&reqsch=0" ��市制施行20周年記念　三島市勢要覧�』　　・『市政報告書（昭和39年度～）』





（＠ｏ＠）！


図書館では、地域資料コンシェルジュとして岩田副主任が過去の行政資料の整備を進めています。


行政で作成した報告書やチラシなども貴重な資料です。ぜひ図書館に提供してください。














図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/" �http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�




















レファレンス事例　





三島市がこれまでに建設した公営住宅について教えて欲しい。








「レファレンスサービス」を


使ってみませんか?


司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査方法などの相談に応じるサービスです。


是非ご利用ください！








